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夏休み体験講座
「身体で測って作る段ボールカメラ制作ワークショップ」
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２．カメラがａ . 内箱とｂ . 外箱ｃ . レンズボードで構成されていることを見本で示す。
３．カメラの内箱の長辺を１で算出した長さ＋親指と人差し指を広げた程度の長さ（100㎜前後）を目安
としてダンボールから切り出す。
４．内箱部分の立方体４面分をダンボールから切り出して作る。短辺で構成される二面は作らない。次
に黒ケント紙で内箱を支持体にして、隙なく包むように巻く。この時、緩すぎずにスライドするよ
うに巻き加減を調節する。
５．外箱の長辺の長さは内箱の長辺の長さから人差し指一本分（約50㎜）になるように調節させる。
６．外箱の短辺側をダンボールに押し当て、縁をトレースしてレンズボード部分を切り出す。次にレン
ズボードに対角線を引き中心を出してレンズを置き、縁をトレースする。次にトレース線の一回り
内側にレンズホールを開ける。
７．レンズホールに黒ガムテープで隙間を作らないようにレンズを固定する。
８．レンズボードを外箱の短辺部分に取り付ける。
９．内箱の短辺部分をダンポール押し当て、６と同様の手順でスクリーンボードを切り出す。人差し指
の先程度（約10～15㎜）のフレームを切り出し、穴にスクリーン（白色無地のビニール片）をシワ
にならないように貼り付ける。
10．外箱に内箱を差し込んで完成。
＊講師は適宜参加者に対してサポートを行った。
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